
 

 

 

 

 

 

 

３月２５日、第３４回介護福祉士国家試験の合格発表があり、受験した令和３年度卒業生２９名

全員が合格いたしました。 

 『全員で笑顔で合格する』を合い言葉に挑んだ介護福祉士国家試験。１日１０時間以上勉強  

することを目標に過去問題集や模擬問題集を繰り返し解き、努力してきました。受験に対する  

不安や焦りから、途中で逃げ出したくなることもありましたが、クラスメイトの頑張る姿を見て

頑張ろうと思い、全員で励まし合いながら試験直前まで頑張り続けることができました。 

 「介護福祉士国家試験合格に向けて自分と向き合い、努力することができたということは、次

のステップに進んでもきっと頑張れる」と、自分に自信がつきました。 

 これから、この介護福祉士の資格を活かし介護現場で働く者、社会福祉・理学療法・作業療法・

言語聴覚・看護等の福祉・医療の専門職を目指すために進学する者、それぞれの道に進みますが、

地域福祉や社会に貢献できる人になれるよう、一人ひとりが努力していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全員合格という嬉しい結果をご報告できますのも、介護実習でご指導いただきました各施設の

指導者の方々、日頃より本校福祉科に温かいご支援をくださっている地域の方々のお陰であると

感謝しております。 

 今後とも、南砺福野高等学校福祉科をよろしくお願いいたします。 

 

 


